
                                   

日  時：令和 8 年 7 月 12 日（日）午前 8 時～午前 10 時 

場  所：吉野運動公園 

内  容：町管理地における桜は 800 本以上あり、吉野運動公園には約 400 本の 

桜が植栽されています。この度、環境省、奈良県桜見守り隊（樹木医）、 

吉野町中央森林組合、民間事業者、シルバー人材センターや一般参加の 

方、町関係者等約 40 人により『吉野町クビアカツヤカミキリモニタリン 

グ調査～吉野の桜をみんなで守ろう～』を実施しました。 

     調査エリアを 4 つに区分し、各班 9～１０名に編成（リーダー、記録係、 

安全管理者、確認係）しました。被害のない桜には黄色のテープ、被害 

木にはピンク色のテープを巻き、記録係が被害状況を記録しました。 

     この日、発見した被害木は３７本。半年前には確認されなかった桜にも 

     被害が発生。急速に被害が拡大していることから、町管理地のみならず、 

     民地への対策についても強化していきます。 

 

   
         開 会 式              中井町長あいさつ      調査グッズ（エリアマップ、マニュアル、 

記録用紙、テープ等） 

   
被害木確認の様子①          被害木確認の様子②        モニタリング調査参加者の集合写真 

クビアカツヤカミキリ対策 

行動記録ファイル⑧ 


